5　随筆　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まくらの),枕)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),草)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),子)　慣習に従わない男の行く末　着眼点　文法　復習⑤　助詞の復習①　格助詞・接続助・係助詞
あはれなるもの。よき男の若きが eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけ),嶽)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さう),精)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),進)したる。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まう),詣)づるほどⓐのありさま、いかならむなどつつしみ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),怯)ぢたるに、平らかＡに詣で着きたるこそ、いとめでたけれ。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),烏)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼう),帽)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),子)ⓑのさまなどぞ、少し㋐人わろき。なほいみじき人と聞こゆれど、こよなくやつれて詣づとこそは知りたるに、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゑ),右衛)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),門)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すけ),佐)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぶ),宣)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),孝)と言ひける人は、①「あぢきなきことなり。ただ清き衣を着て詣でむに、なでふことかあらむ。②あやしうて詣でよと、御嶽さらにのたまはじ」とて、三月、紫のいと濃き指貫、白き eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あを),襖)、山吹ⓒのいみじう㋑おどろおどろしきなど着て詣でたりけるを、帰る人も今詣づるも、③珍しうあやしきことに、すべて昔よりこの山Ｂにかかる姿ⓓの人見えざりつと、あさましがりしを、四月 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),朔)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たち),日)に帰りて、六月十日ほどＣに筑前の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),守)の辞せしＤになりたりしこそ、④げに言ひけるに違はずも、と聞こえしか。
語注

御嶽精進＝吉野の金峰山に参拝する前に、長期間修行を行うこと。

右衛門の佐宣孝＝藤原宣孝。

襖＝狩衣。

筑前の守＝現在の福岡県の長官。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

〔 　　　　〕することはしみじみと趣深い。御嶽には地味な服で〔　　〕るのが普通である中、〔　　〕は〔　〕・〔　〕・〔　　〕色の派手な服装で参詣し、〔　　〕〔　　〕になった。
問二　〔語句〕　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕

問三　〔文法〕　二重線部について、

(1)　ⓐ〜ⓓのうち、文法的な用法が異なるものを一つ選べ。　〈2点〉
(2)　Ａ〜Ｄのうち、文法的な用法が異なるものを一つ選べ。　〈2点〉
(1)〔　〕(2)　〔　〕

問四　〔チェック問題〕　助詞の復習①　格助詞・接続助詞・係助詞

　次の傍線部の助詞の用法として適当なものを選べ。　〈1点×5〉

１　懸想人にて来たるは、言ふべきにもあらず…　（枕草子）

２　まづ扇してこなたかなたあふぎちらして…　（枕草子）

３　神鳴るさわぎに、え聞かざりけり。　（伊勢物語）

４　この歌は、ある人のいはく、柿本人麻呂がなり。　（古今集）

５　名を聞くより、やがて面影は推し量らるる心地するを…　（徒然草）

　ア　主格　　　　イ　即時　ウ　体言の代用　エ　資格・状態

　オ　時・場所　　カ　並列　キ　連体修飾格　ク　同格

　ケ　原因・理由　コ　引用　サ　手段・方法　シ　動作の起点

１〔　〕２〔　〕３〔　〕４〔　〕５〔　〕
問五　〔読解〕　傍線部①とあるが、何についてこのように言うのか。三十字以内で答えよ。　〈13点〉

問六　〔内容〕　傍線部②・③を現代語訳せよ。　〈②＝6点、③＝4点〉

②〔　　　　　　　　　　〕
③〔　　　　　　　　　　〕
問七　〔読解〕　傍線部④とは、どのようなことか。最も適当なものを選べ。　〈10点〉

ア　質素な身なりで参詣すべきだという御嶽精進のならわしに背いた宣孝には、何の不幸も訪れなかった。

イ　御嶽に参詣した奇抜な格好のことが世間の人々の噂となって、宣孝がひどく恥をかくことになったということ。

ウ　宣孝が粗末な身なりで御嶽に参詣したために、神仏の天罰を被り、筑前の守に左遷されてしまったということ。

エ　宣孝が御嶽に参る時は立派ないでたちで参詣したため、その御利益で筑前の守になれたということ。
〔　　　〕
【解答】
問一　御嶽精進　詣で　宣孝　紫　白　山吹　筑前の守
問二　㋐＝体裁が悪い・みっともない　㋑＝驚くほど大げさで派手だ　〈4点×2〉
問三　(1)＝ⓒ　(2)＝Ａ　〈2点×2〉
問四　１＝エ　２＝サ　３＝ケ　４＝ウ　５＝イ　〈1点×5〉

問五　身分の高い人がたいそう地味で目立たない姿で御嶽に詣でること。　（30字）〈13点〉

問六　②＝地味で目立たない身なりで参詣せよと、御嶽は決しておっしゃらないだろう。　〈6点〉

③＝めったになく奇妙なことで、　〈4点〉

問七　ア　〈10点〉

【補充問題】

問１　「いとめでたけれ」（２行目）とあるが、どのようなことを評価しているのか。三十字以内で答えよ。

問２　「すべて昔よりこの山にかかる姿の人見えざりつ」（６行目）について、

(1)現代語訳せよ。

 (2)「かかる姿」が指す内容を本文中から抜き出せ。

【補充問題解答】

問１　御嶽参拝を慎み恐れていながらも、無事に平穏に到着したこと。（29字）
問２　(1) 全く昔からこの山にこういう姿の人は見えなかった
(2) 紫のいと濃き指貫、白き襖、山吹のいみじうおどろおどろしきなど
　
